
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践・経験交流の場です！ 

■日時： 

第１回 11月 6日（土）14:00～16:30 

    アメリカ合衆国の授業 

－日本と世界のつながり 

第２回 1月 15日（土）14:00～16:30 

    微生物と私たちのくらし 

    －水も下水も、ゴミ処理も。保存食だって“微生物” 

第３回 2月 19日（土）14:00～16:30 

私たちの暮らしと情報 

－メディアとのつきあい方 

■会場： 富坂キリスト教センター1号館 会議室  

■参加費（各回）：DEAR会員   500 円 一般   1,000 円 

■対象：教員、教育関係者、NGO職員など、テーマに関心がある方 

■定員：30名（先着順）  

■申し込み方法：裏面参照  

 

 

「DEAR 授業づくりサークル」は、小・中学校の教員が中心となりを立ち上げた活動です。 

ねらいは、学校の授業のなかで、開発教育や参加型学習をすすめる方法を考え、経験交流を図ることです。 

来年度から施行される小学校の新学習指導要領では、知識を授業の中でどう活用・深化させていくのかがポイント

となっています。本サークルではその部分にも焦点をあて、交流・研究を進めたいと思います。 

参加型の授業方法（対話を生み出し、相互の学びあいを促進する授業方法）を駆使しながら、国内外の様々なテー

マを、身近なところを切り口にして、子どもたち自身が学び合い、表現する授業づくりをみなさんと一緒に考えたい

と思います。本サークルでは、前半でメンバーが既に実践した授業を、体験を交えて報告します。後半は、新学習指

導要領に応じたテーマの広げ方や授業の作り方、すすめ方について話し合います。それぞれの実践を持ち寄り、経験

交流もめざしています。 

1 回からどなたでもご参加いただけます。みなさまのご参加をお待ちしております！ 

 

 

 

また、参加者のみなさまの経験共有も含めて、現場での実践について話し合う時間も設けております。 

みなさまの積極的なご参加をお待ちしております。 

 

 

                               

◆会場案内 

富坂キリスト教センター1号館 会議室 

 

 

 

 

 

 

 

（特活）開発教育協会 

〒112-0002 東京都文京区小石川 2-17-41-3F 

TEL:03-5844-3630  FAX:03-3818-5940 

E-mail: main@dear.or.jp  URL:http://www.dear.or.jp 

 
 

東京都文京区小石川 2-9-4 

地下鉄後楽園駅・春日駅下車徒歩 10 分

 

授業で開発教育を活かそう！ 

2010 年 

後期 

 



 

◆授業づくりサークル 2010 後期 予定 

 

■お申込み方法 

※下記「参加申込書」に必要事項をご記入の上、 

開発教育協会にお送り下さい。 

※各回定員（30 名）になり次第、締め切ります。 

お早めにお申込み下さい。 

※参加費は当日会場でお支払いください。 

※定員が限られておりますので、 

万が一キャンセルの場合はお早めにご連絡下さい。 

  「授業づくりサークル」参加申込書 

TO：開発教育協会 FAX 03-3818-5940  Email:event@dear.or.jp          月  日          

 

回 日時 タイトル／内容 講師 

 

１ 

 

11/6（土） 

14:00～

16:30 

アメリカ合衆国の授業－日本と世界のつながり  

本山 明 

(中学校教員) 

中学校１年生の地理の授業の報告です。アメリカの発展とその課題（持続可能性）を、  

アッと驚く、写真や図表や絵をもとに、子どもたちに考えてもらう試みです。小学校

でも「日本と世界のつながり（アメリカ）」の導入として使用できます。小学校の新し

い教科書を見ながら、実践のイメージも共有したいと思います。 

 

 

２ 

 

1/15(土) 

14:00～

16:30 

 

微生物とわたしたちのくらし－水も下水も、ゴミ処理も。保存食だって“微生物”   

島田晶子 

(小学校教員) 

―私たちのくらしは、微生物に支えられている！―見学に行った浄水場の「緩速ろ過」

システムの中で、下水処理の現場で、汚れを分解する微生物の働きを、驚きと感動を

もって学んだ子どもたち。そこから土壌微生物による分解では追いつかない、現代の

ゴミ処理の問題も見えてきました。さらに食生活でも微生物のお世話になっているこ

とに気づいて、保存食を自分たちで作ってみることに…。４年生の社会科と総合の実

践報告です。 

 

３ 

 

2/19(土) 

14:00～

16:30 

私たちの暮らしと情報－メディアとのつきあい方  

米井慎一 

(小学校教員) 

 

 

平成23年度から施行される新学習指導要領では、５年生の情報単元の内容が 大きく

変更され、情報を受信・発信する双方の側から、情報と社会との関わりについて考え

るようになっています。本実践では、新聞やテレビなどの報道を教材として、メディ

アとのつきあい方を考え、情報を批判的に読み解く力(メディアリテラシー)をつける

ことを中心に位置付けました。学習後に、５年生の子どもたちの考え方がどのように

変化していったのかを報告するとともに、皆さんと一緒に情報単元のあり方について

も考えたいと思います。 

ふりがな 

●お名前： 

□会員／□非会員 

※いずれかに✓を入れて下さい 

●お申込み回・テーマ 

 （     ）回 （             ） 

 （     ）回 （             ）  

●TEL： 

●FAX： 

●ご所属・勤務先： ●E-mail： 

● ワークショップへのご要望・ご質問など： 

「授業づくりサークル」参加者の感想 

 

●子どもの関心を刺激することで活動に広がりが

こんなにあるとは思わなかった。（小学校教員） 

●具体的な実践事例の中から教師のしかけ、学びの

必然性などが見えてきた。身近なところから出発す

る学習の素晴らしさが伝わりました。（小学校教員） 

※申込書にご記入いただいた情報は適正な管理・利用と保護に万全を尽くします。上記の情報は本講座の資料作成のほか、今後当会

からのイベントなどの広報に利用させていただきます。 

 


